
（３） 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン改定

・ 面的な自転車ネットワーク計画の作成方法などが示された

・ 自転車通行空間設計の考え方などが示された

自転車の安全かつ快適な利用環境の整備に向けて、国土交通省と警察庁が連携し、令

和６年６月25日に「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」（以下「ガイドライ

ン」といいます。）の改定を行いました。ガイドラインは交通状況に応じて、歩行者、自転

車、自動車が適切に分離された通行空間整備を行うための設計の考え方を示しており、

全国の自治体が自転車施策を進めるうえでの重要な指針となっています。

今回の改定では、市町村による面的な自転車ネットワーク計画の作成方法として、現

地の状況に応じた柔軟な道路空間の再配分や、完成形態の自転車通行空間に向けた段

階的な整備の手順が示されました。

また、自転車通行空間の設計の考え方として、自転車道（車道と分離された専用通行

空間）や自転車専用通行帯（車道上に設けられた自転車専用レーン）について、道路の形

状、交通量、周辺環境を踏まえた整備を検討する手法が具体的に示されました。

地域全体の自転車ネットワークの構築により、通勤や通学、買い物、観光など、利用目

的に応じた自転車への多様なニーズに対応することが可能です。さらに、高齢者や子ど

もを含む幅広い層の安全な移動手段の確保など、多様な目的に対応した自転車通行空

間の整備を推進することは極めて重要です。

本道においても、ガイドラインを踏まえた自転車通行空間の整備により、道民や観光

客が安心・快適に自転車を利用できる環境の実現につながることが期待されます。本道

の地理的特性を活かした自転車ネットワークの面的な展開により、自転車の利活用が一

層促進されることが見込まれます。今後は、道内各自治体がガイドラインの趣旨を十分

に理解し、地域の実情に応じた計画策定と自転車通行空間の整備を進めることが求め

られます。

反則行為 根拠条文（道路交通法） 反則金の額

無灯火 §52①

5,000円

減光等義務違反 §52②

合図不履行 §53①・②

合図制限違反 §53④

警音器吹鳴義務違反 §54①

乗車積載方法違反 §55①・②

軽車両整備不良 §62

自転車制動装置不良 §63の9①

泥はね運転 §71（１）

転落等防止措置義務違反 §71（４）

転落積載物等危険防止措置義務違反 §71（４）の2

安全不確認ドア開放等 §71（４）の3

停止措置義務違反 §71（５）

公安委員会遵守事項違反 §71（６）

通行許可条件違反 §8⑤

3,000円

歩道徐行等義務違反 §63の4②

路側帯進行方法違反 §17の3②

並進禁止違反 §19

軌道敷内違反 §21①〜③

道路外出右左折方法違反 §25①

交差点右左折方法違反 §34①/§34③

環状交差点左折等方法違反 §35の2①・②

軽車両乗車積載制限違反 §57②

制限外許可条件違反 §58③

原付等牽引違反 §60

自転車道通行義務違反 §63の3

警音器使用制限違反 §54②
出典：警察庁「自転車ルールブック」
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